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研究ノート 
学校不参加生の“声”を活かす 
― 脱学校論の視点からみた学校教育と民間教育の在り方 ― 
 















 わが国の教育機関は、トインビーの理論（challenge  and  response）を採れば、ある挑戦に直
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(1) 80 年前後の動向 
 わが国への脱学校論の邦訳紹介は、イリッチ著『脱学校の社会』の 77 年、グッドマン著『不就





















『教育総合研究』第３号 2010 年 3 月 

































(2) 総論における“文・義・意”  
 脱学校論の総論を“文・義・意”に訳すと次のようになる。   
  “文”  論者の学校定義 『段階づけられたカリキュラムの学習のために、教師が監督する
教室に特定の年齢群の者が常時出席することを要求する機関』 
  “義”  ① 同一年齢による学齢主義  
       ② 国家資格のある教員           
       ③ 終日フルタイムによる社会からの閉鎖性                       
       ④ 国家理性を反映する潜在的カリキュラム   
       ⑤ 日本版 経営論理優先の学校経営 (筆者 挿入) 
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(3) 各論の分析 
① 同一年齢における学齢主義   
  “文”  『同年齢者の中から友達を見つけるべきと教えられる』 
  “義”  学齢主義と生涯教育との論 
  “意”  『年齢幅があれば新しいことをするために新しい相手を見つけるという関心を一生
涯持ち続ける準備が可能となる』 









  “文”  『学校制度の成立以前、教師は大いに尊敬される職業だった、出席の強制か、授業
の押し付けがなければ』 
  “義”  教育の自由をめぐる論 
  “意”  『教師が専門教育の核として、自由に価値判断をして責任ある決定を下せば再び尊
敬を獲得できる』 
       『もし教師がすぐれていれば欠席はなくなるであろう』 
       









  “文”  『学校の教師と教会の牧師は、逃げ出す心配のない聴衆に説教する…唯一の職業者』
『誰もが学校以外で、いかに生きるべきかを学習する。…教師の介入なしに』 
  “義”  社会と学校の位置関係のあり方 
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  “意”  『学校に行かなければ、子供は西欧文化の支配する日常生活から隔離されないで済
む』『校舎のない学校で、学校以外の社会の中で学ぶべきと提案する』 
 
















  “義”  国家教育権と国民教育権との論 
  “意”  『教育の目標は国家を変えるところにある』と述べるが、国家とは広く社会と解す
べきである。 
 
  わが国の教育事情との関係 
論者は学校を国家意志の潜在的代理機関と捉え批判する。わが国では、国よりも社会や世の
中の風潮が大部の学校の性格にまた方針に影響を与えていることは否めない。 
  生徒への影響のベクトル 
     脱学校論  国家 ⇒ 学校 ⇒ 生徒 
     わが国   社会 ⇒ 学校 ⇒ 生徒 
  























 不登校生が社会問題となり 30 数年、学校での義務教育神話に陰りも生じてきた。  
 就学義務と就学場所に関しては、学校教育法第 17 条で規定されている。 
   「小学校に…就学させる義務を負う。」 
就学義務に関し、実態的（学校不参加生）には学校教育法第 18 条の拡大解釈で対応している。 
「就学困難と認められる者の保護者に対しては……義務を猶予又は免除することができる。」 
 就学場所に関し、元文科省大臣官房審議官 寺脇研の憲法 26 条の憲法解釈を記す。 








① 数値 12 万 6 千の意味 
 不登校生は 12 万 6 千人と公表された。データの処理上、継続的欠席 30 日で “不登校”と括る。
机上かつ抽象化された数値と実際の次元には乖離があり、数字の独り歩きは真実を遠ざける。 
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  物理的な不参加生 
     中学は全休に近く、高校は皆勤に近い生徒       流動性 
     学校は不参加、民間教育機関では真剣に学習      相対性 
     不参加でも、出席を期す生徒             可能性 
  心の不参加生 
     出席するも心身の疲労が限界の生徒          潜在性 
     出席するも転学等を期す生徒             潜在性・相対性 














        （転学生）∪（不登校生・引き籠り生） 
       （不登校生） （引き籠り生） 






  事例 
   学校不参加を自己研鑽の絶好の機会とする生徒群の存在。 
学力は民間教育機関で養成し余りの時間をクラシックピアノ、英会話、油絵、世界の名
著の読書三昧、政治論議等々、極めて真面目に有意義に活用している。 
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    発足 1947 年  82 校   生徒数 8795 人     不 詳 
       1987 年  67 校   生徒数 13.7 万人   平均年齢 24 歳 
       1997 年  79 校   生徒数 14.9 万人   平均年齢 21 歳 
       2009 年  201 校   生徒数 18.6 万人   平均年齢 17 歳 
                        (全国高等学校通信制教育研究会の資料より) 









   小学 4～6 年の時期に思考力が飛躍する。    
 中学校 
   中２生前後の時期はいわゆる反抗期、即ち自我意識の形成期となる。 
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 ↑ 
 心                         （３期に渡る 自我の発達） 
 理                            
 の                            成人への自我意識の形成 
 発                             
 達                            思考力の形成 
 ↑                            自己主張と他者への意識形成 
 
    幼稚園 小学校       中学校  高校 
    4 才  1・2・3・4・5・6 1・2・3 1・2・3 年 
  
② 心理の対象領域の拡大と変化 
家族観 仲間への意識 教師観 学校観 恋愛や性 社会性（モラルや流行） 
 職業や進路  遊びや趣味 （参照 村田浩次） 
  例、家族観  家族旅行は自我の独立により小学生までとなる傾向を示す。      
    友人観  家族よりも仲間との絆を重んずる意識も顕われる。    
    教師観  尊敬の対象から人として冷静な評価を下す傾向を示す。 
















 上記事例の後日談。彼が中学 3 年の 10 月、校長と担任が筆者の学院に来学。 
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Utilizing the “Voices” of Non-Attendance Students: 
The Roles of Formal Education and Non-Formal Education  




This paper argues that theories of de-schooling match well with development patterns of 
non-formal (private) schools in Japan, which started with juku, or cram schools and have 
promoted learning for students who do not attend regular schools while drawing upon their 
individual abilities effectively.  The paper started by pointing out that both theories of 
de-schooling and establishment of non-formal schools originated in similar spirits of the era 
around 1970, resulting in similarities of ideas.  Then, it analyzed the following four 
institutional perspectives of scholars of de-schooling in order to show some evidence behind the 
overlaps: (1) an emphasis placed on school age grouping, (2) teachers with national 
qualifications, (3) full-time attendance at school isolated from society, and (4) hidden 
curriculum of schooling.  Finally, this paper ends with some achievement of non-formal schools 
and cases of non-attendance students in order to prove the effectiveness of both. 
Key words:  deschooling, non-formal education, formal education system, non-attendance at 
school, analysis by Buddhism 
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